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９
月
定
例
会
は
、
９
月
13
日
か
ら
20
日
ま
で
の
８

日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。
今
定
例
会
は
、
平

成
29
年
度
会
計
の
決
算
認
定
、
平
成
30
年
度
各
会
計

の
補
正
予
算
の
ほ
か
、
専
決
処
分
の
報
告
１
件
、
専

決
処
分
の
承
認
１
件
、
条
例
の
一
部
改
正
３
件
、
工

事
請
負
契
約
の
変
更
１
件
、
人
事
案
件
を
含
む
28
議

案
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

　
提
出
さ
れ
た
議
案
は
、
す
べ
て
原
案
の
と
お
り
可

決
・
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
一
般
質
問
で
は
、
４
名
の
議
員
が
登
壇
し
、

村
政
全
般
に
つ
い
て
た
だ
し
ま
し
た
。

9月定例会の
あらまし

大 樂 勝 弘  村長

9月
定例会

さめがわ議会だより第154号　 2

ゆうきくんが解説

借 金 貯 金と

気になる鮫川村の

平成３０年３月末現在（ふつうのさいふ）

村民１人あたり
62万円

村民１人あたり
91万5000円

31億5604万円 21億3936万円
借 金 村債 貯 金 基金

会社員ではない人の健康保険専用さいふ
国民健康保険特別会計（事業勘定）

集落排水専用のさいふ
集落排水事業特別会計

介護保険専用さいふ
介護保険特別会計

ほっとはうすさめがわ（宿泊施設）専用さいふ
交流施設特別会計

学校給食センター専用さいふ
学校給食センター特別会計

７５歳以上の方の健康保険専用さいふ
後期高齢者医療特別会計

（一定の障がいがあると認定を受けた６５歳以上）

村診療所専用さいふ
国民健康保険特別会計（直診勘定）

水道専用さいふ
簡易水道事業特別会計

村営バス専用さいふ
村営バス事業特別会計

５億３４０２万円入 ４億９３１７万円出

３５０7万円入 ３２５２万円出

４億８８１9万円入 ４億８２５７万円出

１７４１万円入 １６３４万円出

９４９6万円入 ９４７4万円出

３７30万円入 ３７２1万円出

６４７５万円入 ５９40万円出

１億２３６2万円入 １億２１５9万円出

１２３4万円入 １１０3万円出

特別会計
専用のさいふ



▶

次
の
ペ
ー
ジ
は

提
出
議
案
を
調
査
・
補
正
予
算
可
決

3 さめがわ議会だより第154号

ふつうの
さいふ
一般会計

平成29年度
決算

どもにも　  かりやすい子 分

村
の
力
で
得
た
お
金

国
や
県
か
ら
も
ら
っ
た
お
金

借
金

２億８９０６万円

２億９４１０万円

６億７８０万円

１８億５５９０万円

６４８２万円

１億５８６０万円

２億９７８９万円

４２７６万円
７５７万円

地方交付税など

国庫支出金
県支出金

みなさんから
税として集めたお金

村の事業で村民の
ふたんしたお金

お年寄りや体の不自由な
方を助けるお金

村の村長、議員、職員に
はらうお金

道路や建物などの
建設事業に使うお金

台風の災害により
河川などをなおしたお金

事務用品などを
買うためのお金

地域や各団体へ
ふたんするお金

いざというときのために
貯めておくお金

おもに専用の
さいふにうつすお金

国や県からもらい
使い道が決められたお金

保育料や村の住宅を
かすなどして得たお金

昨年のこったお金

国からもらったお金

借金を返すお金

建物などをたもつお金

他にかすお金

貯金をとりくずしたお金

国や銀行から借りたお金

きふ金・その他のお金

使ったお金
３４億１９０万円

入ってきたお金
３６億１８５０万円

人 件 費
５億６９４７万円

繰 出 金
２億９９６６万円

積 立 金
３億５８７６万円

貸 付 金
７５０万円

補助費等
４億９３７１万円

維持補修費
１８２０万円

物 件 費
４億２４４０万円

災害復旧事業
７０１２万円

普通建設事業
５億６２６４万円

公 債 費
３億７７２７万円

扶 助 費
２億２０１７万円



さめがわ議会だより第154号　４

議 案
調 査

　

平
成
29
年
度
に
完
成
し
た
事
業
や
今
年
度
の
各

事
業
に
つ
い
て
、
各
常
任
委
員
会
に
よ
る
合
同
調

査
を
実
施
し
、
現
地
調
査
に
て
現
状
を
確
認
し
ま

し
た
。

農業振興の助成金を受けた大型最新鋭農業機械（コーンハーベスター）

イ
ノ
シ
シ
1
0
5
頭
、カ
ル
ガ
モ

4
羽
他
の
捕
獲
助
成
金

答
鳥
獣
被
害
対
策
事
業
に
つ
い
て

問

産業厚生
常任委員会

森
林
再
生
事
業
の
詳
細
は

真
坂
地
区
の
森
林
再
生

事
業
２
４・５
９
ｈａ

問答

総務文教
常任委員会

消
防
団
員
の
保
険
と
退
職
金
、福
祉

共
催
、災
害
時
の
入
院
時
の
保
障

答
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償
費

の
内
訳
は

問

防
災
行
政
無
線
施
設
保

守
点
検
の
内
訳
は

防
災
無
線
の
点
検
費
の

労
務
費
他

問答

備
品
購
入
費
の
内
訳
は

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策

の
た
め
の
収
納
庫

問答
防
犯
灯
移
設
撤
去
工
事
は

村
内
防
犯
灯
４
件
の
設

置
費

問答

通
信
用
鉄
塔
施
設
費
は

仁
田
地
区
、蕨
平
地
区
の

携
帯
鉄
塔
設
置
費

問答
会
計
年
度
任
用
職
員
制

度
例
規
支
援
業
務
は

任
用
職
員
の
給
与
他
、条

例
整
備
業
務

問答
福
島
県
産
地
パ
ワ
ー
ア
ッ

プ
事
業
は

生
産
コ
ス
ト
の
軽
減
を
図

る
コ
ン
バ
イ
ン
導
入
補
助
金

問答

米
全
量
全
袋
検
査
推
進

事
業
は

出
荷
米
、保
有
米
の
全
量

全
袋
検
査
料

問答
準
要
保
護
児
童
援
助
費
、

特
別
支
援
教
育
就
学
奨

励
金
の
内
訳
は

生
徒
、児
童
へ
の
学
用
品

購
入
費
の
補
助
金

問答

整備された鹿角平天文観測所  完成を待つばかりの水口住宅村道新宿古殿線、石井草地内

完成事業などを検証

放
射
能
対
策
事
業
費

東
日
本
大
震
災
農
業
生

産
対
策
交
付
金
は
　

農
業
収
穫
体
制
を
整
備

す
る
機
械
導
入
補
助
金

問答



▶

次
の
ペ
ー
ジ
は

政
策
提
言
委
員
会

５ さめがわ議会だより第154号

外構を砂利からアスファルト舗装に変更されました。

　平成30年度一般会計予算額２９億3297万円1千に対して
2億2119万4千円を増額し、総額31億5416万5千円とし
全議員が原案通り可決承認しました。

基金(貯金)積立に1.3億円

真坂農村公園案内板整備

64.8万円

ここに注目！
補 正
予 算

一般会計

光ファイバー移転工事

２４４５万円
こどもセンター玄関階段補修工事 ほか

１15万円

基金積立合計
1億３322万円

財 政 調 整 基 金
公有施設整備基金
教育施設整備基金
ふるさとづくり基金
 (ふるさとづくり寄付金８件分積立)

･･････

･･････

･･････

･････････

７２９８万円
３０００万円
３０００万円
24万円

　水口住宅建設費７５０６万
円を７８５６万７千円に増額補
正し、全会一致で可決いたし
ました。

工事契約の変更
を承認



さめがわ議会だより第154号　６

評 
　価

政
策
提
言
の
中
間
検
証

　
村
議
会
政
策
提
言
検
討
特
別
委
員
会
は
、
昨
年
１０
月
に
具
体
的
な
１８
項
目
の
政

策
提
言
を
星
議
長
に
答
申
。
さ
ら
に
大
樂
村
長
に
提
出
し
ま
し
た
。

　
そ
の
提
言
書
に
対
し
て
、
大
樂
村
長
よ
り
回
答
書
が
示
さ
れ
、
約
１
年
が
経
過
し
、

村
議
会
で
は
初
の
中
間
評
価
と
検
証
を
行
い
ま
し
た
。

   

回
答
書
に
よ
る
と
既
に
実
施
さ
れ
て
い
る
事
業
、
計
画
中
の
事
業
も
あ
り
、
検
討

し
た
い
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
多
く
の
村
民
か
ら
意
見
を
集
約
し
た「
鮫
川
村
総
合

戦
略
」の
１３
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
し
、政
策
提
言
を
反
映
さ
せ
た
い
と
し
て
い
ま
す
。

　
各
議
員
に
よ
る
政
策
提
言
の
評
価
は
厳
し
い
数
値
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
村
で

は
今
後
の
各
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
現
と
、
計
画
実
現
に
向
け
て
推
進
し
た
い
と
し
て

い
ま
す
。

施
策
に
活
か
せ
る
か 

１３
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

厳
し
い
評
価

次
施
策
に
期
待

鮫川村総合戦略　主要施策
１．
２．
３．
４．
５．
６．
７．

ふるさと回帰プロジェクト
地域おこし商社プロジェクト
産業おこし/特産品プロジェクト
温泉活用プロジェクト
鹿角平観光牧場合宿誘致プロジェクト 
環境公社設立・農村環境維持プロジェクト
小さな仕事づくりプロジェクト

８．
９．
10．
11．
12．
13．

移住者向け住宅環境整備プロジェクト
公民連携ふるさと留学促進プロジェクト
子育て・教育支援プロジェクト
社会人の生涯学習プロジェクト
貸農園を活用した都市交流プロジェクト
児童公園を核とした賑わいのあるプロジェクト

子育て、教育支援も大切な施策のひとつ



▶

次
の
ペ
ー
ジ
は

ズ
バ
リ
！！
村
政
を
問
う
！ 

一
般
質
問
　
北
條
利
雄
議
員

７ さめがわ議会だより第154号

議会政策提言検討特別委員会が中間検証

政策提言から１年が経過した現在の評価

各提言項目の回答と現状を把握しながら中間評価する委員会

※評価は議会政策特別委員会委員（議長を除く8名の議員）の各評価の平均値を示したものです。

A

D

E

C

C

D

D

D

D

B

C

D

E

必要な取り組みを確実に実施。
その結果目標達成している。

必要な取り組みを着実に実施。その
結果、達成に向けて具体的な成果が
みられる。

必要な取り組みがおおむね実施。
その結果、一定の成果が見られる。

必要な取り組みに着手しているもの
の、目標達成までには、なお課題が残
されている。

取り組みに向けた検討に未着手、目標
達成に向けた展開が確認できない。

提　　言 提言の内容 村からの回答 評価
子育て対応の建築購入・リフォーム
等の住宅取得支援
保育料の無料化、制服・運動着・給食
費の無料化
交通弱者（高齢者・高校生）、買い物
弱者、医療通院対策
高齢者・移住者への除草、除雪、集会
所等のバリアフリー対策
若者の出会いの場、結婚祝い金、仲
人奨励金の増額
福祉、子育て、住宅、除雪村民生活
応援ガイドブック
村有施設の住民参加での総合管理
計画
「村づくりの大きな視点」で計画の
推進

機能性の重視と複合化

保有総数の圧縮と耐震補強化可能
施設の明示
施設重視から機能優先への転換可
能施設の実施計画

さぎり荘の運用改善と再利用計画

施設の更新費用の試算と財源確保
並びに返済計画

企業誘致の強化、維持

人材育成と起業支援

既存事業所への支援、育成

既存施設(空校舎等)の活用、農業研
修生の受け入れ

計画策定までの村民参加の道筋の
明示

定住促進住宅建設、分譲地整備、自家用水道、合併浄
化槽、太陽光整備を実施。

子育て・教育プロジェクトで検討。

３路線バス確保、買い物弱者支援、患者送迎車輌を実施。

高齢者除雪支援、地域除雪報償金支払、バリアフリーは集
会所施設等改修費助成事業実施。除雪機購入支援は検討。

鮫川村公共施設等総合管理計画は平成28年度から
30年間の計画を、村民の意見を聞き※「パブリックコ
メント」を実施し平成29年度に策定した。この計画を
今後の個別計画に反映させる。

産業おこし・特産品プロジェクト、小さな仕事づくり
プロジェクトで推進する。

公衆(村民)の意見。公的機関(役場等)が命令、規制、
基準などを制定・改廃する際に、事前に広く一般から
意見を募ること。

広域圏の「触れ合いの場創出事業」に参加。結婚対策
検討委員会の活動。

村民生活応援ガイドブックは30年度に完成を目指す。

【提言１】

住宅促進対策及び
子育て支援

【提言２】

村有施設のあり方

【提言３】

雇用の場の確保

※【パブリックコメントとは】

政策検証評価の基準



登壇4人が
リズバ

村政を問う！
議員

北條　利雄 議員
廃棄物などの不法投棄防止
臨時・非常勤職員に関
する「会計年度任用職
員」の導入
地域振興と政策手段
の見直し

①
②

③
（阿久津 美空さん）

P 9

前田　武久 議員
①
②
簡易水道の水源確保
簡易水道の管理状況

P12

星　 一 彌 議長
（青戸 光輝さん）

議会の進行

大樂　勝弘 村長
（須藤 優空さん）

白坂　利幸 副村長
（鈴木 悠生さん）

奥 貫　 洋 教育長
（木村 隆一さん）

答 弁 者 出 席 者

（石井 結大さん）

宗田　雅之 議員
青少年広場グランドの
改修
旧湯の田温泉周辺の
振興策

①

②

（北條 吏桜さん）

P10

関根　政雄 議員
多目的スポーツ施設の
整備
公営住宅の環境整備

①

②

P11

（関根 はなさん）

堀川　照夫 議員
（山形 陸貴さん）

関根　英也 議員
（金澤 莉子さん）

前田　雅秀 議員
（森　 夏帆さん）

出 席 議 員

遠藤　貴人 議員
（生田目 真優さん）

さめがわ議会だより第154号　８

※ 定例議会には、ほかに
　 代表監査委員、各課長
　 が出席しています。

ボ
ク
も
私
も

議
会
の
お
手
伝
い
！！

にがお絵は
鮫川小学校の
　　　　　   に

描いて
いただきました

元気な３年生



　
重
視
す
べ
き
取
り
組
み

が「
地
域
振
興
」で
あ
る
。

地
域
間
格
差
や
人
口
減
少

の
問
題
を
踏
ま
え
、
地
域

振
興
の
課
題
を
改
め
て
考

え
る
必
要
が
あ
る
。
特
に

振
興
の
た
め
の
政
策
手
段

や
手
法
を
見
直
す
こ
と
が

重
要
で
あ
り
、
政
策
手
段

を
開
発
・
導
入
し
て
い
く

な
か
で
、
官
民
連
携
型
の

地
域
振
興
が
必
要
。

　
民
間
投
資
や
活
力
を
い

か
に
地
域
で
生
み
出
す
こ

と
に
、
政
策
手
段
を
集
中

す
べ
き
で
あ
り
、
各
種
計

画
の
手
順
、
経
過
、
過
程

に
修
正
を
か
け
続
け
る
こ

と
も
重
要
。
本
村
の
地
域

振
興
の
た
め
の
政
策
手
段
、

手
法
の
見
直
し
を
伺
う
。

　
政
策
手
段
の
見
直
し
は
、

状
況
に
よ
り
柔
軟
に
進
め

ら
れ
て
然
る
べ
き
で
あ
る
。

個
別
事
業
の
内
容
を
精
査

し
、
効
率
的
で
効
果
の
上

が
る
取
り
組
み
の
構
築
、

手
法
の
見
直
し
等
を
進
め

て
い
る
。
持
続
可
能
な
も

の
、
経
営
の
成
立
で
き
る

も
の
、
民
間
活
力
を
最
大

限
発
揮
で
き
る
も
の
等
の

す
み
分
け
を
行
い
、
経
営

戦
略
の
さ
ら
な
る
確
立
を

目
指
す
。
課
題
解
決
、
目

標
の
実
現
に
向
け
取
り
組

ん
で
お
り
、
事
業
内
容
が

固
ま
っ
た
段
階
で
示
す
予

定
で
あ
る
。

　
不
法
投
棄
の
問
題
は
、

村
民
の
生
活
環
境
が
損
な

わ
れ
、
廃
棄
物
処
理
に
対

す
る
不
信
感
や
不
安
感
の

増
大
に
繋
が
り
、
廃
棄
物

処
理
の
イ
メ
ー
ジ
を
悪
く

す
る
。
村
は
、
ご
み
の
不

法
投
棄
を
な
く
す
た
め
に

各
種
事
業
を
実
施
し
、
村

民
の
意
識
高
揚
を
図
る
努

力
が
続
け
ら
れ
、
そ
の
成

果
が
着
実
に
現
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
産
業
廃
棄
物
の

不
法
投
棄
と
思
わ
れ
る
事

案
が
あ
る
の
も
事
実
で
、

村
が
把
握
す
る
不
法
投
棄

な
ど
の
事
案
に
対
す
る
処

理
状
況
や
防
止
対
策
を

伺
う
。

　
廃
棄
物
の
不
法
投
棄
に

は
、
必
要
に
応
じ
現
地
確

認
、
聞
き
取
り
、
現
状
回

復
等
の
指
導
を
実
施
し
て

い
る
。
撤
去
が
進
ま
な
い

状
況
も
あ
る
が
、
関
係
機

関
と
連
携
・
協
力
し
現
状

回
復
に
向
け
て
粘
り
強
く

指
導
し
て
い
る
。

　
不
法
投
棄
防
止
策
に

は
、
村
の
不
法
投
棄
監
視

員
、
県
の
産
業
廃
棄
物
不

法
投
棄
監
視
員
に
よ
る
定

期
的
な
巡
回
を
行
い
、
不

法
投
棄
の
防
止
及
び
投
棄

物
の
発
見
に
努
め
て
い
る
。

さ
ら
に
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
の
不
法
投
棄
巡
回

車
に
よ
る
回
収
可
能
な
廃

棄
物
の
撤
去
と
処
理
を

行
っ
て
い
る
。
引
き
続
き
、

不
法
投
棄
に
関
す
る
意
識

の
啓
発
・
啓
蒙
を
図
り
、

村
民
総
ぐ
る
み
で
不
法
投

棄
防
止
に
努
め
る
。

　
自
治
体
の
非
正
規
職
員

（
臨
時
・
非
常
勤
）は
、
一

般
事
務
は
も
と
よ
り
、様
々

な
分
野
の
職
種
に
広
が
っ

て
お
り
、
今
や
行
政
の
重

要
な
担
い
手
で
あ
る
。
賃

金
格
差
の
是
正
や
、
適
正

な
任
用
、
勤
務
条
件
の
確

保
は
求
め
ら
れ
て
然
る
べ

き
も
の
、
状
況
を
改
善
す

る
た
め
に
法
改
正
が
な
さ

れ
た
。
本
村
の
現
在
の
状

況
や
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
、
財
政
負
担
等
を
伺
う
。

　
臨
時
非
常
勤
職
員
の
実

態
を
把
握
し
、
任
用
や
勤

務
条
件
等
の
検
討
に
着
手

す
る
。
関
係
条
例
、
規
則

等
の
整
備
、
制
定
・
改
正

は
、
次
年
度
9
月
議
会
に

提
案
す
る
。

　
特
別
職
非
常
勤
職
員

の
任
用
及
び
臨
時
的
任
用

の
適
正
確
保
に
向
け
た
検

討
を
行
い
、
会
計
年
度
任

用
職
員
制
度
に
移
行
す
べ

く
、
臨
時
非
常
勤
職
員
の

再
認
定
を
行
う
。
制
度
改

正
に
よ
る
財
政
負
担
は
、

1
3
0
0
万
円
程
度
の
増

額
と
な
る
見
込
み
で
あ
る
。

▶

次
の
ペ
ー
ジ
は

一
般
質
問
　
宗
田
雅
之
議
員
・
関
根
政
雄
議
員

北
條 

利
雄 

議
員

質 

問

質 

問

質 

問

経営戦略のさらなる確立を目指す

不法投棄された廃タイヤ

地
域
振
興

地域振興と政策手段の
　　　　　　見直しを伺う

答

問

答
弁（
村
長
）

答
弁（
村
長
）

答
弁（
村
長
）
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問
廃
棄
物
な
ど
の
不
法

投
棄
防
止
を
伺
う

答
村
民
総
ぐ
る
み
で

不
法
投
棄
防
止
に

努
め
る

問
臨
時・非
常
勤
職
員
の

「
会
計
年
度
任
用
職

員
」の
導
入
を
伺
う

答
当
該
制
度
に
移
行

し
、臨
時
非
常
勤
職

員
の
再
認
定
を
行
う



　
青
少
年
広
場
の
雨
天
後

の
グ
ラ
ン
ド
状
態
が
悪
く
、

早
急
な
対
応
が
必
要
で
あ

る
と
考
え
る
。
村
と
し
て
、

運
動
す
る
為
の
安
全
・
安

心
な
場
所
を
提
供
す
る
の

が
責
務
で
あ
る
と
思
う
が
、

今
後
の
対
応
を
伺
う
。

　
グ
ラ
ン
ド
の
排
水
状
態

が
悪
く
、
現
状
を
抜
本
的

に
改
修
す
る
に
は
、
ま
だ

試
算
し
て
い
な
い
が
相
当

な
事
業
費
が
掛
か
る
と
考

え
る
。
財
源
に
有
利
な
補

助
事
業
を
探
り
な
が
ら
、

グ
ラ
ン
ド
整
地
の
事
業
化

に
向
け
て
検
討
を
重
ね
て

い
く
。

　
グ
ラ
ン
ド
改
修
の
問
題

は
以
前
に
も
取
り
上
げ
ら

れ
検
討
す
る
と
の
答
弁
で

あ
っ
た
が
、
現
在
事
業
費

の
試
算
も
し
て
い
な
い
。

子
供
た
ち
に
安
全
に
利
用

し
て
頂
く
た
め
に
も
、
一

日
も
早
い
事
業
費
の
試
算

を
し
、
検
討
す
べ
き
で
は
。

　
一
部
の
方
々
に
は
相
談

し
て
は
い
た
が
、
早
急
に

専
門
の
方
々
に
相
談
し
な

が
ら
検
討
し
て
い
く
。

　
隣
接
し
て
い
る
、
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
が
現
在
使
わ
れ

て
い
な
い
。
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

を
含
め
た
全
体
的
な
改
修

を
考
え
て
は
。

　
皆
さ
ん
方
の
意
見
を
頂

戴
し
な
が
ら
、
多
少
の
雨

で
も
利
用
で
き
る
グ
ラ
ン

ド
整
備
に
努
力
し
て
い
く
。

　
周
辺
の
針
葉
樹
が
伐
採

さ
れ
た
が
、
そ
の
後
の
対

応
が
さ
れ
て
い
な
い
。
中

山
間
に
お
け
る
観
光
開
発

は
交
流
人
口
増
の
た
め
に

も
、
重
要
な
施
策
で
は
な

い
か
と
考
え
る
が
、
今
後

の
対
応
は
。

　
環
境
を
保
全
し
な
が
ら

も
み
じ
を
育
て
、
き
れ
い

な
里
山
を
整
備
し
て
行
く
、

ま
た
風
景
を
楽
し
み
な
が

ら
散
策
で
き
る
遊
歩
道
や

休
憩
の
た
め
の
施
設
を
考

え
て
い
る
。
湯
の
田
温
泉

の
環
境
を
壊
す
こ
と
の
な

い
よ
う
に
、
美
し
い
環
境

に
磨
き
を
か
け
て
い
け
る

よ
う
、
皆
さ
ん
の
意
見
、

堤
言
を
頂
き
な
が
ら
、
開

発
を
進
め
て
行
く
。

　
さ
ぎ
り
荘
か
ら
少
し
の

距
離
に
あ
る
湯
の
田
温
泉

は
三
十
度
以
上
の
温
泉
が

流
出
し
、
そ
の
周
辺
は
他

町
村
に
誇
れ
る
、
美
し
い

も
み
じ
の
紅
葉
が
み
ら
れ

る
。
植
栽
す
る
木
々
の
選

択
を
含
め
て
振
興
策
を

図
っ
て
い
け
ば
相
当
の
交

流
人
口
が
増
え
る
。
そ
の

た
め
に
も
時
を
ま
た
ず
、

一
日
も
早
く
整
備
を
進
め

る
べ
き
で
は
。

　
で
き
る
だ
け
早
く
、
雑

木
を
な
く
し
、
遊
歩
道
を

整
備
し
な
が
ら
桜
、
手
前

の
ほ
う
に
は
も
み
じ
を
植

栽
し
た
い
と
考
え
る
。
職

員
に
は
来
年
か
ら
花
見
が

で
き
る
よ
う
な
桜
を
植
え

て
み
る
よ
う
指
導
を
し
た
。

宗
田 

雅
之 
議
員

整備が待たれる青少年広場

質 

問

質 

問

再
質
問

再
質
問

再
質
問

答
弁（
村
長
）

答
弁（
村
長
）

青少年広場の改修策を伺う環
境
改
善 事業化に向けて検討を重ねて行く答

問
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答
弁（
教
育
長
）

答
弁（
教
育
長
）

答
弁（
教
育
長
）

問
湯
の
田
温
泉
周
辺
の
振
興
策
は

現
在
の
美
し
い
環
境
に
磨
き
を
か
け
ら
れ
る

よ
う
検
討
す
る

答



▶

次
の
ペ
ー
ジ
は

一
般
質
問
　
前
田
武
久
議
員
・
議
会
活
性
化
研
修
会

関
根 

政
雄 

議
員
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住
宅
環
境 入居者と相談し、美化に努める答

環境整備が待たれる公営住宅

公営住宅の環境整備策を示せ問

　
本
村
の
公
営
住
宅
は
各

戸
に
生
垣
が
植
栽
さ
れ
プ

ラ
イ
ベ
ー
ト
な
空
き
地
も

確
保
さ
れ
て
い
る
。
し
か

し
、
そ
れ
ら
の
管
理
が
不

十
分
で
景
観
を
害
し
て
い

る
住
宅
が
見
受
け
ら
れ
る

が
そ
の
対
策
を
伺
う
。

　
ま
た
駐
車
場
不
足
に
よ

る
増
設
の
要
望
が
出
さ
れ

て
い
る
が
、
整
備
の
見
通

し
は
あ
る
か
。　

　
住
宅
の
植
栽
や
草
刈
り

等
の
環
境
美
化
を
含
め
、

住
宅
の
維
持
管
理
を
行
っ

て
い
た
だ
く
よ
う
に
お
願
い

し
て
い
る
。
ま
た
入
居
時

の
誓
約
に
も
な
っ
て
い
る
。

　
水
口
住
宅
は
７
戸
に
対

し
て
、
８
台
分
の
駐
車
場

し
か
な
く
、
敷
地
内
に
１４

台
分
の
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
で

き
る
よ
う
に
計
画
す
る
。

　
環
境
整
備
の
誓
約
が
交

わ
さ
れ
て
い
て
も
、
守
ら

れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で

あ
る
。
再
度
入
居
者
に
分

か
る
様
な
話
し
合
い
が
必

要
で
は
な
い
か
。

　
管
理
す
る
約
束
が
守
ら

れ
る
よ
う
に
指
導
す
る
。

守
ら
れ
な
い
場
合
に
は
村

が
管
理
の
手
配
を
し
て
料

金
は
入
居
者
に
払
っ
て
頂

く
と
い
う
手
法
も
あ
る
が

さ
ら
に
協
議
す
る
。

　
「
半
ぶ
ん
こ
作
戦
」を
提

案
す
る
。
入
居
者
と
村
が

懇
談
し「
住
宅
の
周
辺
を

き
れ
い
に
す
っ
ぺ
」と
相
談

し
て
は
い
か
が
か
。
シ
ル

バ
ー
セ
ン
タ
ー
か
環
境
公

社
の
作
業
員
と
住
民
の
協

働
作
業
で
美
化
運
動
に
切

り
変
え
る
作
戦
は
ど
う
か
。

　　
そ
の
提
案
は
良
い
の
で

は
な
い
か
と
思
う
。
入
居

者
と
相
談
し
な
が
ら
構
想

を
練
っ
て
い
く
。
ま
た
村
で

全
て
管
理
し
な
く
て
は
な

ら
な
い
部
分
も
あ
る
。
今

後
協
議
し
環
境
美
化
に
努

め
る
。

問
多
目
的
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備
計
画
を
問
う

国
等
の
補
助
事
業
を
探
り
整
備
を
進
め
る

答
　
青
少
年
広
場
は
昨
年
の

豪
雨
で
法
面
が
崩
壊
し
、

改
良
工
事
が
進
め
ら
れ
て

い
る
。
こ
の
災
害
は
地
表

面
の
排
水
処
理
と
、
暗
渠

排
水
の
未
整
備
に
よ
る
も

の
と
思
わ
れ
る
が
、
整
備

計
画
は
あ
る
か
。

　
ま
た
消
防
団
に
よ
る
ポ

ン
プ
操
法
競
技
の
練
習
が

続
け
ら
れ
た
が
、
消
防
団

か
ら
の
施
設
整
備
の
要
望

は
あ
る
か
。

　
大
規
模
な
改
修
は
国
等

の
補
助
金
を
探
り
、
専
門

家
及
び
各
関
係
機
関
団
体

と
の
協
議
を
踏
ま
え
、
整

備
の
実
現
化
に
向
け
た
い
。

　　
ポ
ン
プ
操
法
の
練
習
の

際
に
は
除
草
剤
散
布
の
要

望
が
あ
っ
た
。

　
村
民
グ
ラ
ン
ド
に
夜
間

照
明
を
増
設
し
て
は
と
の

村
民
の
要
望
が
あ
る
が
。

　
要
望
に
応
え
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
早
急
に
検

討
す
る
。

　
消
防
団
員
か
ら
、
ポ
ン

プ
操
法
の
練
習
時
の
ホ
ー

ス
を
干
す
ポ
ー
ル
と
消
火

栓
と
水
道
施
設
の
整
備
の

要
望
が
あ
る
。
グ
ラ
ン
ド

の
総
合
的
な
整
備
に
合
わ

せ
て
整
備
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

　
整
備
に
は
２
億
円
ほ
ど

か
か
る
。
日
本
ス
ポ
ー
ツ

振
興
セ
ン
タ
ー
の
補
助
金

に
申
請
し
、
採
択
さ
れ
れ

ば
着
手
す
る
。

　
ホ
ー
ス
か
け
に
つ
い
て
は

将
来
の
検
討
課
題
と
し
て

計
画
の
中
に
い
れ
る
。
水

槽
に
つ
い
て
は
、
現
状
の

通
り
で
対
応
し
た
い
。

再
質
問

再
質
問

再
質
問

再
質
問

答
弁（
村
長
）

答
弁（
村
長
）

質 

問

質 

問

答
弁（
村
長
）

答
弁（
教
育
長
）

答
弁（
総
務
課
長
）

答
弁（
教
育
長
）

答
弁（
村
長
）

答
弁（
村
長
）



質 

問

前
田 

武
久 
議
員

答
弁（
村
長
）

答
弁（
村
長
）

答
弁（
村
長
）
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水源の湧水状況

再
質
問

再
質
問

水源確保に真剣に取り組む

将来に向けた貴重な水源確保を水
源
確
保 答

問

　
人
命
に
欠
か
せ
な
い
飲

料
水
、
今
後
村
内
エ
リ
ア

に
水
道
事
業
を
網
羅
す
る

た
め
に
も
、
需
要
が
高
ま

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

そ
の
た
め
に
も
今
か
ら
将

来
に
向
け
た
水
源
確
保
が

必
要
で
あ
る
。

　
大
字
富
田
、
俗
称
「
大

清
水
」に
湧
水
し
て
い
る

貴
重
な
資
源
が
あ
る
。
７

年
前
の
東
日
本
大
地
震
の

際
、
一
時
断
水
し
た
が
、

現
在
は
昔
ど
お
り
の
豊
富

な
湧
水
状
況
と
な
っ
て
い

る
。
水
利
権
の
確
保
に
向

け
た
、
行
政
努
力
を
強
く

望
む
が
、
村
長
の
所
信
を

伺
う
。

　
大
清
水
に
新
た
な
水
源

確
保
と
の
こ
と
だ
が
、
平

成
７
年
度
に
、
鮫
川
簡
易

水
道
管
老
朽
更
新
及
び
、

区
域
拡
張
工
事
認
可
を
得

る
た
め
、
平
成
６
年
度
に

水
源
調
査
を
し
た
。
そ
の

候
補
の
中
に
大
清
水
も
あ

り
、
水
質
的
に
は
問
題
な

く
水
量
が
毎
時
４
立
方
前

後
だ
っ
た
が
、
現
在
の
鍬

木
田
第
1
、
第
3
水
源
、

接
合
井
ま
で
の
距
離
が
約

２
キ
ロ
で
、
送
水
費
用
が

か
か
る
と
判
断
し
、
断
念

し
た
と
の
記
録
が
残
っ
て

い
る
。

　
今
、
休
止
し
て
い
る
第

2
水
源
を
改
修
す
れ
ば
、

同
等
の
水
源
が
確
保
で
き

る
と
考
え
て
い
る
。
平
成

２３
年
度
以
降
に
改
め
て
水

の
事
業
調
査
を
行
い
、
新

た
な
整
備
計
画
を
考
え
て

い
る
。

　

３２
年
度
ま
で
の
給
水
計

画
が
、
９
２
５
立
方
と
な
っ

て
い
る
。
供
給
水
量
が
現

在
１
０
０
０
立
方
で
あ
り
、

今
後
未
整
備
地
区
へ
の
供

給
量
に
不
足
を
生
じ
る
。

吸
水
量
確
保
の
た
め
に
も
、

自
然
湧
水
の
水
利
権
確
保

へ
の
行
政
努
力
を
す
べ
き

と
思
う
が
。

　
第
４
の
水
源
確
保
と
い

う
の
も
決
し
て
、
無
に
し

な
い
で
見
つ
け
る
事
に
な

る
と
思
う
。

　
大
清
水
の
水
源
確
保
を

計
画
す
べ
き
と
申
し
て
い

る
。
そ
の
意
志
を
伺
う
。

　
確
保
に
真
剣
に
取
り
組

む
。

　
簡
易
水
道
の
管
理
と
、

鍬
木
田
水
源
周
辺
の
涵

養
林
の
保
全
状
況
を
尋

ね
る
。

　
水
源
の
保
護
を
目
的
と

し
て
、
平
成
２３
年
度
に
国

有
林
、
約
５
町
１
反
を
購

入
。
ブ
ナ
、
ケ
ヤ
キ
、
ヤ

マ
ザ
ク
ラ
等
を
３
千
本
を

植
栽
し
、
樹
木
が
生
長
す

る
ま
で
の
期
間
、
下
刈
り

等
の
保
全
管
理
に
努
め
る
。

　
水
源
８
施
設
の
内
、
涵

養
林
の
な
い
西
山
の
大
沢

施
設
の
環
境
整
備
状
況

と
、
８
施
設
の
水
源
水
質

検
査
状
況
は
。

　
水
質
検
査
の
結
果
は
、

全
て
１０
年
分
は
保
管
し
て

あ
る
。

　
貯
水
槽
、
配
水
池
に
砂

が
入
っ
て
し
ま
う
施
設
も

過
去
に
は
あ
っ
た
が
、
砂

を
除
去
し
な
が
ら
供
給
し

て
い
る
の
で
、
水
質
に
問

題
は
な
い
。

　
問
題
が
生
じ
て
い
る
施

設
の
環
境
整
備
の
改
善

策
は
。

　
今
の
と
こ
ろ
十
分
安
全

に
供
給
で
き
て
い
る
が
、

不
都
合
に
な
っ
た
場
合
は

環
境
整
備
も
必
要
で
あ
る
。

質 

問
答
弁（
村
長
）

答
弁（
村
長
）

再
質
問

答
弁（
村
長
）

再
質
問

問
水
道
水
の
安
全
管
理
は

水
質
管
理
に
問
題
は
な
い

答



▶

次
の
ペ
ー
ジ
は

検
証 

ど
う
な
っ
た
っ
ぺ
？
あ
の
一
般
質
問
・
シ
リ
ー
ズ
私
の
夢
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議会
活性化
研修会

議
会
基
本
条
例
制
定
を
視
野
に

　
村
議
会
で
は
、
福
島
県
町
村
議
会
議
長
会
総
括
参
事
の
吾
妻
邦
博
氏
を
講

師
に
迎
え
、
鮫
川
村
議
会
基
本
条
例
制
定
に
向
け
た
研
修
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
研
修
当
日
は
、
行
政
区
長
や
議
会
モ
ニ
タ
ー
に
も
参
加
い
た
だ
き
、
村
民

と
共
に
学
び
ま
し
た
。

村民 共 学

　
先
行
す
る
都
道
府
県
や

市
町
村
の
自
治
基
本
条
例
に

続
い
て
、
議
会
基
本
条
例
制

定
の
動
き
が
こ
こ
10
年
ぐ
ら

い
の
間
に
少
し
ず
つ
広
が

り
、
さ
ら
に
増
え
る
傾
向
に

あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
、
意
欲
的
な
首

長
の
先
進
的
施
策
の
展
開
に

対
し
て
、
遅
れ
を
と
っ
て
い

た
議
会
が
、
積
極
的
な
自

治
に
お
け
る
主
体
的
役
割
を

自
覚
し
、
議
会
改
革
を
始

め
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
具
体
的
な
改
革
内

容
を
練
り
上
げ
て
、
拘
束
力

あ
る
条
文
に
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
自
治
体
の
組
織
運

営
に
お
け
る
主
体
性
の
確
立

が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
議
会
自
己
改
革
の
た
め

に
は
、
ま
ず
議
員
自
身
が
、

こ
れ
ま
で
の
議
員
活
動
に

満
足
す
る
こ
と
な
く
、
新

た
な
取
組
み
へ
の
覚
悟
と

能
力
の
向
上
を
図
る
こ
と

が
望
ま
れ
ま
す
。

　
議
員
に
若
い
層
や
女
性

が
進
出
で
き
る
よ
う
工
夫

す
べ
き
だ
と
い
っ
た
こ
と

が
し
ば
し
ば
提
言
さ
れ
て

き
ま
し
た
。
ま
た
都
道
府

県
や
市
と
比
べ
て
は
る
か

に
議
員
報
酬
も
少
な
く
、

政
務
調
査
費
が
認
め
ら

れ
て
い
な
い
現
状
で
は
、

十
分
な
活
動
が
出
来
ず
不

可
能
だ
と
す
る
反
論
も
あ

り
ま
す
。

　
若
い
層
や
女
性
の
進
出

が
早
急
に
望
め
な
い
と
す

れ
ば
、「
議
会
主
催
の
懇
談

会
」
を
青
年
層
や
中
高
校

生
、
女
性
対
象
に
行
う
こ

と
や
、
商
店
主
対
象
、
勤

労
者
対
象
と
、
さ
ま
ざ
ま

な
形
で
の
実
施
を
考
慮
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
試
み
が
、
議
会
活

動
の
重
要
性
を
理
解
し
、

参
加
者
の
中
か
ら
新
し
い

議
員
志
望
者
を
生
み
出
す

可
能
性
が
あ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

（
講
演
の
内
容
を
一
部
抜
粋

し
て
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
）

議
会
活
動
の
重
要
性

議
会
の
役
割

と に ぶ
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【温泉利用の宿泊施設の整備】

※定例議会での「一般質問」は議員の「政策提言」や、「村民の皆様の声」を村政に反映できる唯一の場となります。
   質問された「政策提言がどのように検討されているか」を根強く検証していく事としています。

質問 ・ 提言

 皆さんと協議し
ながら、次世代に
夢・希望をもたせ
られるよう事業を
手がけてゆく。

答　　弁 経過及び結果
　周辺の宿泊施設が廃業し、早急な検討が
必要とされる。

期待される湯ノ田温泉の利活用

　村内外から温泉
を利用した、宿泊
施設の要望がある
が、整備の計画は
あるか。

平成29年 6月議会

【集落の共同作業とコミュニティ】

質問 ・ 提言

　組内の高齢者の
共同作業の義務免
除など、共通の取
り決めを検討した
い。

答　　弁 経過及び結果
　年々高齢化、人口減少が進む中、早急な
対応が必要と考えられる。

共同作業に支えられる地域環境保全

　組内の共同作業
が困難な集落がみ
られる。今後の対
応を伺う。

平成29年 6月議会

過去の一般質問が行政に反映されているか、
その経過を検証します。

あの一般質問

第11弾
どうなったっぺ？



村民の広場 がんばれ！！ 

村の担い手私の夢シリーズ14

15 さめがわ議会だより第154号

　僕の夢は、高校野球で甲子園へ出場することです。甲子園は、
小学3年生から野球を始めた僕にとって憧れの舞台です。
　毎年、テレビで観る白熱した試合。僕もその舞台に立ってプ
レーをしたいです。その夢を実現するために日々の練習に励ん
でいます。
　目標の高校へ進学するために、野球だけではなく、勉強も
頑張りたいと思います。そして、いつも支えてくれる家族や周
りの方々に、感謝の気持ちを忘れずに、中学校生活を送りたい
と思います。

高校野球で甲子園へ

関 根   輝さん (鮫川中2年生)
ひかる

▶

次
の
ペ
ー
ジ
は

ふ
る
さ
と
へ
の
想
い 

シ
リ
ー
ズ
㉚

ゆうきくん
からの
お願い

議
会
傍
聴
に

来
て
く
ん
ち
ナ
イ
！

12
月
定
例
議
会
は

12
月
中
旬
の
予
定
で
す
。

（西山字水口）
忍さん、社子さんの長男
いわきボーイズで活躍中

●

●

9
月
定
例
議
会
傍
聴
者
ア
ン
ケ
ー
ト
よ
り

議
会
傍
聴
者
か
ら
の
ひ
と
言

場
所
を
知
ら
な
い
か
ら
、
イ
メ
ー
ジ
し
に
く
い
と
こ

ろ
も
あ
っ
た
。

専
門
的
な
用
語
を
用
い
た
り
し
て
い
た
の
で
、
そ
の

部
分
で
は
解
釈
が
難
し
か
っ
た
が
内
容
は
把
握
す
る

こ
と
が
で
き
た
。

難
し
い
表
現
方
法
が
あ
っ
た
。

・・・ ◆ 

議
員
の
発
言
内
容
は
良
く
分
か
り
ま
し
た
か

場
所
を
知
ら
な
い
か
ら
、
イ
メ
ー
ジ
し
に
く
い
も
の

も
あ
っ
た
。

専
門
的
な
用
語
を
使
っ
て
い
た
の
で
、
難
し
か
っ
た
が

大
体
は
理
解
で
き
た
。

地
域
な
ら
で
は
の
問
題
や
解
決
策
が
あ
っ
て
勉
強
に

な
っ
た
。

・・・ ◆ 

答
弁
者（
村
長・教
育
長
）の
発
言
は
わ
か
り
ま
し
た
か

福
島
大
学
や
日
本
大
学
の
学
生
の
皆
さ
ん
に

議
会
傍
聴
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。貴
重

な
ご
意
見
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

※

若者
の

声
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秋
も
深
ま
り
、
稲
の
収
穫
も
終
わ

り
、
山
並
み
に
も
紅
葉
が
終
盤
を
迎

え
、
朝
夕
に
も
す
っ
か
り
寒
く
な
っ
て

参
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
寒
さ
は
厳
し

く
な
り
ま
す
の
で
、
体
調
管
理
に
は
十

分
注
意
し
て
下
さ
い
。

　
村
民
の
皆
様
方
に「
み
ん
な
の
鮫
川

村
議
会
だ
よ
り
」を
読
ん
で
い
た
だ
き
、

ご
意
見
、
要
望
を
お
寄
せ
頂
き
ま
す

よ
う
、
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。　

　
　
　
　
　
　
　
（
広
報
編
集
委
員
）

編
集
後
記

シリーズ㉚ふるさと鮫川への想い

　
議
会
だ
よ
り
の
表
紙
の
写
真
は
、

毎
回
、
村
広
報
係
の
西
橋
君
撮
影
の

写
真
を
お
借
り
し
て
掲
載
し
て
い
ま

す
。
い
つ
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。

表
紙
の
写
真

さ
め
が
わ
と
さ
め
か
わ

　

そ
ん
な
縁
が
あ
り
、
以
前
か

ら
帰
省
す
る
と
、
近
隣
か
ら
沢
山

の
野
菜
を
頂
い
て
東
京
に
戻
っ
て

来
る
度
に
、
自
分
の
店
で
、
自

分
の
手
で
、
お
客
様
に
地
物
の

味
と
香
り
の
す
る
「
鮫
川
ブ
ラ
ン

ド
」
の
野
菜
を
使
っ
た
料
理
を
提

供
し
た
い
と
強
く
想
う
様
に
な

り
、
独
立
す
る
こ
と
を
決
め
ま

し
た
。

　

独
立
す
る
に
あ
た
り
両
親
に

田
舎
の
野
菜
と
山
菜
の
協
力
を

求
め
に
帰
省
し
た
時
に
、
実
家

の
押
し
入
れ
か
ら
「
思
い
出
探

し
」
を
し
て
い
た
ら
、
小
学
校
の

頃
の
文
集
が
出
て
き
て
、
読
ん

で
み
る
と
「
大
人
に
な
っ
た
ら
、

料
理
を
作
る
人
に
な
り
た
い
！
」

と
書
い
て
あ
り
、
自
分
で
も
忘

れ
て
い
た
内
容
で
、
知
ら
ず
知

ら
ず
の
う
ち
に
夢
を
叶
え
て
い

た
の
だ
と
我
な
が
ら
関
心
し
て

し
ま
い
ま
し
た
。

　

修
行
に
入
っ
た
当
時
は
、
当

然
給
料
は
安
く
、
早
朝
か
ら
夜

遅
く
ま
で
働
き
、
休
み
は
月
１

日
だ
け
で
、
今
の
時
代
で
あ
れ

ば
職
業
倫
理
に
反
し
て
い
た
の

で
し
ょ
う
が
、
仲
間
や
先
輩
、

周
り
の
大
人
達
に
救
わ
れ
技
術

が
向
上
し
て
行
く
喜
び
、
そ
し

て
毎
日
家
族
の
為
に
「
食
事
を

作
る
母
」
の
苦
労
を
知
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
現
在
、
平
成
29
年
４
月

に
開
店
、
春
に
は
鮫
川
村
の
山

菜
、
季
節
の
野
菜
を
提
供
し
、

お
客
様
か
ら
は
「
東
京
で
は
な

か
な
か
地
の
物
を
食
べ
ら
れ
な

い
」
と
喜
ん
で
召
し
上
が
っ
て
頂

い
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
か
ら
お
客
様
と
の
話
も

ひ
ろ
が
り
、
鮫
川
村
に
関
心
を

持
っ
て
頂
く
、
き
っ
か
け
に
な
っ

て
お
り
喜
ん
で
貰
う
事
が
私
達

の
励
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
開
店
当
時
か
ら
周
辺

地
域
の
方
々
の
良
い
ご
縁
に
恵

ま
れ
、
多
く
の
温
か
い
お
客
様

に
ご
来
店
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す

事
に
大
変
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　
「
ふ
る
さ
と
鮫
川
へ
の
想
い
」

シ
リ
ー
ズ
へ
の
寄
稿
の
機
会
を
与

え
て
下
さ
い
ま
し
た
鮫
川
村
議

会
関
係
者
の
皆
様
方
に
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　

勝
手
な
が
ら
鮫
川
の
看
板
を

背
負
っ
て
い
る
限
り
、
鮫
川
の
名

に
恥
じ
ぬ
様
、
屋
号
に
も
あ
り

ま
す
様
に
「
山
・
海
・
食
」
の
道

に
精
進
い
た
し
ま
す
。

　

現
在
、
東
京
都
世
田
谷
区
経

堂
に
て
「
山
海
食
道
さ
め
か
わ
」

の
屋
号
で
和
食
と
「
Ｍ
Ｉ
Ｋ
Ｉ

福
島
」
と
い
う
ア
パ
ー
ト
を
妻
と

共
に
経
営
し
て
お
り
ま
す
。

　

屋
号
は
、
古
里
に
ち
な
み
、

福
島
に
海
の
幸
あ
り
、
山
の
幸

あ
り
、
鮫
川
小
学
校
校
歌
に
も

あ
り
ま
す
よ
う
に
、
山
、
川
、

道
か
ら
「
山
海
食
道
・
さ
め
か

わ
」
の
屋
号
に
い
た
し
ま
し
た
。

　

東
京
農
大
の
あ
る
経
堂
に
は
、

毎
月
鮫
川
村
よ
り
、
手
ま
め
館

さ
ん
が
農
産
物
を
売
り
に
来
て

い
る
の
で
、
鮫
川
で
も
馴
染
み
の

街
だ
と
思
い
ま
す
が
、
私
は
棚

倉
高
校
を
卒
業
後
、
経
堂
に
降

り
立
ち
33
年
、
第
2
の
故
郷
と

な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
偶
然
に

も
、
鮫
川
村
の
名
を
目
に
す
る

奇
跡
に
驚
い
て
い
ま
す
。　

◆ プロフィール
【生年月日】

【学　　校】

【趣　　味】

昭和４２年生まれ

鮫川小学校卒業
鮫川中学校卒業
棚倉高等学校卒業

野球観戦

渡部  良一 さん（旧姓：板橋)
（大字赤坂中野字道少田出身）

東京都世田谷区在住

こんなに大きく育ちました！
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